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初期豪商田中清六正長について
lま
め
じ
戦国末期から近世初頭
の
段階
にお
いて
、
領主の
保護を背
景
と
L
て
生活資料
や軍
需物資の供
給
に独
占
的
な機
能を発揮
し
た一群の豪
( 1
) 
向たち
が
存在
し
た。これら初期
豪
商は
、
側近的
な
性格をもって
、
山口 巨
・
徳
川
両政
権の政治
権力
の貫徹
に
重要
な役
割を
果
していた
が
、
とくに秀
台
および
家
康側近
の豪
商のなか
には
、御
朱印貿易商
(2
) 
人
の性格
を保持し
なが
ら
、治
山 一 汗 航 路
を掌握
し
、
次
第に代
官
化
す
る
(3 )  
代山
口的
豪商
と称せら
れた者
たち
が
いた
Q
この
代
官
的
豪商
、
ある
いは
豪
商代
官
といわ
れた現
たちは
、
関東
・
東海筋を基盤とし
、
地
方功
労いの性格
をも
ちな
が
ら
、
家康
の側
近
(4 )  
的な役割を果
し
た代官頭とは対照的に
、
畿内
・
近江を直接の荘
一盤
に経済
・ 商業
の
掌
握な
、
主
要な役割と
し
ていた
とい
う
こ
とができ
るのである。した
がって
家庭
は
、
か
れらの在地支配力を
利
用する
よ
りも
、
そ
の但
船業者と
L
て
の一 手
腕
を
評価
し
、
遠隔
地商
業
の ル
ー
ト
によ
っ
て
、
蔵米の換金や軍
需
物資の購入
に当
ちせよろ
と
したと
初期
豪
商田中
治
六正
長
について(村上
)
ネナ
上
直
(5
) 
いえ
るので
ある
ο
こ
の
ような代官的
豪
雨
のな
かには
、
きわめてスケ
ー
ルの大きい
海外貿
易
を中心とした茶
屋
四郎次郎消
延
・
角倉
了以光好
、
同与
一
玄之
・末吉
係左衛門士
円安ら
が
含ま
れて
いる
が
、そ
の
他
にも
、国内
商業に
関
係し
、
来
日本
一沿岸
の
領主
的
商品流通に参画した豪商
たち
も見うけら
れる
のであ
るふこ
の
点
、
本
小稿に
お
いては
、
とくに後
者に
属
し
、
短
期間ではある
が
佐渡奉行に任命
さ
れ
、北
奥羽から
敦
( 6
) 
賀に
かけ裏日
本の
海運に活
躍
した、田中
消
六正長につ
い
て考察を
加
え
、
あわせて初期
豪
商の性格の一端を明らかに
し
てみ
る
ことに
し
た い 。、干 ニ
( 1
)T
e期
去
一間
に つ
し
ては
、
山口
徹 一
，r-期去
日 間
の
性
格
」『日
本
日行-
済
史大
糸
3
近世
上
』所収。
渡
辺信
夫
『幕藩制確立
期の
商
日
流
通
弓
また
、
福
井
県立
川
書館
・
福
井部土誌懇
談
会浦「日
本沼
一 戸
一九
の研
究 』
(川和
問
二年)
所
収論
文
寺会
一 回 …
c
(
2
)
岩生成一『朱
印船
貿易史
の研究』ハ一八
三
[一九
二 一 民
¥同
七
プ工
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法政史学第
二十号
一 沢 山 山 川
と
日本町-
一 一
( 日 三
，
一 斗 二 一 点
- H d
川
~ J -
一 ん た 不
「
μ… 市 川 約
貿易史』
(大
正一
C
年)(
一
八七
|六
一 六
頁)
に
ハ3)
中川易
直
「近山初
頭の
貿易商
人たち」『百本人物
史大系
3
、
近世
l
』 ( 入 一
li
一 二 克 頁 ) 。
中川氏は、有力な豪商たちを
逐次幕吏化し、家康政権下の貿易商人たちが代官化し、豪商にして代官となっていくことを指摘されている。
ハ
4)
拙著『天領
一
( 一
二 三
l
一
一ム
八 頁 ) 。
ハ
5)
北
島正
一五『江
戸幕
府の
椛
力構造
』
( 一 三 六 百 ( ) 。
( 6 )
田中滑六
の研究に
つ
い て
は
、
岩手県史編纂主任
問中喜
多美
氏
より、南部
関
係
史料のうち「東奥山史長」「
奥南
旧持録
」
「内史略」「宝翰類衆」「聞を遺事」「江刺系図」に
一 部
掲載されていることを、また、岩手大学森嘉兵衛教夜より田口一九左衛門著、常葉金太郎校訂『新庄古老覚書』〈大正七年刊)、および、同書所収の「川中宗親書上」について有益な
御
教示を
. M
い た
。
鷹商田中清六と北奥羽
( 1
ゾ
初期豪商田中消六王長は
、
近江国高島郡問中下城村の生れで
、
〈2
)
父は弥左衛
門と称し、富商
であったと
いう
a
『田中宗
親書
上一に
よる主、「消六幼少の名は石松、成人仕実名は正長也、母は清六を産候て隙をやり、本阿弥のち
ゃ
ちやといふもの斗ちひに出中
候 、
乍去本
阿弥おてふにては無之供、少も本阿弥にかまひなく
( 3 )  
候
、
後にはちゃちゃ親類迄に合力仕候」とあり
、母とは
生後
、
離別した
k
伝えている。消六は五歳まで東守の門前に里子に遣ら
J¥ 。
汁 円
、
段
、近
江田大川
へ移り
、
九段
より京の法伐
…?にて修涼し・一一が
十
一一放のとき
、
父弥左衛門が自特
し
果てた
ため、幼少
の時
伏は
、
(4
) 
きわめて不遇であったといわれている。
しかし、消六は筑後国柳川城主
三
十万
石
に封ぜられた車臣旧臣
田中兵部大輔吉政の一族であったとも伝えられているから、後年、信長・秀吉に勤仕する機会に恵まれていたといえるのである。とくに秀吉の時代 は、近江国八幡山の留守府となり、巧木河内守
( 5
〉
元綱とも親
交があっ
たから、そ
の才覚も早
くから認めら
れ
ていた
もの
と思われる。
山 間
民政
杭のん
仁国的支配権
の浸透に伴な
い、奥羽北部にも、
漸次
設内文化
、 が
移植されるよろになった
が
、こ
、 れ
らの文化
の担
い手は
京都・近江
の商
人であり、なかでも逸早く、中央の情勢を伝え
た
のが、この田中泊六であったといわれている
Q
「田中京親書上
』 に
よると、消六が初めて奥羽に鷹買
と
して入ったのは、十七歳の時
( 6 )  
であったという。
田中消六の奥羽への川入については
、
一回帰附市引九
一
ヱコ
、
次の
(7 )  
ように記してある
3
初代消六は織田信長に臨時商として出入してるに役するに
、
天
正の初期には既に鷹商として知ら
れ
た一人王伝もわ、れる。信
長
の勢力が頓に任感
になったの
は
、
永保十一年
の入京以
降である
が
、
秀吉
・家康の門にも
父子相ポけて川入し信任が弓常でなか
っ た
a
消六の市部領に出入する様に
なった
のは、何年ごろであ
ったか明確
でな
い。ただ
信直が使者左京都
に
送ろう
とし
たのは
天正十一年であったとされている
J
ただし倍ぃ叫に使を通ぜんと
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して、信長の死を聞いて、使者が途中から帰還したと伝えられてる。信長や秀吉の動静を伝えたのは実に鷹商清六で、奥州出入は、より早いころと考えられる
Q
と記してある。
奥羽北部の地は、鷹・白鷹の産地として、著名である。このた
め鷹買商人が屡々訪れ、これを中央へ運んだのであるが、清六は別名清蔵とも称 、結局、表面は鷹買商人といっても、内実は秀吉の意を帯して諸国を巡行、地方豪族の動静や、その意向な探索して、情勢によっては秀吉に帰服を悠泊する、いわゆる隠密的な
( 8 )  
役割を果していたもの左思われる
Q
この点について「東奥旧史生』
三、によると次のように記してある
Q
(壮一回ムハ)
2
削略〕愛ニ京都二条辺ノ者一一、鷹買ノ清蔵ト云ル者、折々松
( 南 部 〉
前エ往来シテ、信直公田子ノ館一一在シ鳥瑚ヨリ甚タ親ミ愛サレシカ、清蔵今年ハ羽州ヲ歴テ松前エ押渡リ、其秋 清蔵野辺地エ廻テ登ケル路スカラ、信 御世嗣ト成リ玉ヒ 由風カニ問、清蔵大ニ喜テ急キ三戸エ至着シ、早速、目見得ヲ願シ ハ太守兼テ不浅愛シ玉フ、清蔵カ事故、 清蔵-一一逢ヒ玉フ。これによって、北奥の近世大名と
L
ての地位を確立した、南部
大膳大夫信直の下で田中清六が底商と 出入し こ が、資料的にも窺知される
Q
戦国大名としての運命を担い、北奥の地で覇
一三競った南部晴政 死後、信直が田子城から迎えられ宗家を継ぎ、三戸城に入ってその治の任務に就いたのは、夫正十年であた♀したがって、市 領において の積極的な活躍は、この南部信直の時代以降であったとみること できるのである。
初期豪商田中清六正長についてハ村上
V
また、同じく『東奥旧史集』コ一によれば、
大業記、一氾幹譜-一天正十六年清蔵、南部家ノ使者トシテ上方エ馳登リ、豊臣関白秀吉公ヨリ御朱印頂戴スト有志説也、如何程太守清蔵ヲ深ク親愛有リシトモ、回ニ大節ナル御朱印ヲ売
( 推 )
人ノ他所者ヲ以テ頂戴有ルヘキ謂ナシ 是ハ清蔵前田家エ吹挙ノ事ヲ恕テ秀吉公エノ事ト云シモノナルヘシ
斯テ太守北左衛門信愛ヲ使者トジテ加州エ差シ登セ玉フヘシトテ、翌年天正十五、良馬二十匹、俊鷹二十一居用意成ジテ、二月十日信愛、三戸ヲ発足シ、諸国乱レ兵ノ破リナレハ旅行何ト
(田中清六〉
モ、早俄々々シカラス、四月二日加州金沢エ至着シテ清蔵カ訓エノ如ク人ヲ以、其筋エ南部ヨリノ使者ノ由、中入鳥所兼テ清蔵カ案内ニ困テ、早速利家卿ヨリ斎藤刑部ト云者ヲ以、遠路太儀ノ旨仰セ有リ、即刑部 先達一一テ城中エ伴ヒケル、情信愛ハ持参成シタル馬鷹ノ内、馬十匹・鷹 居利家卿エ主人ヨリ進上の旨申請へ、借又、馬十匹・鷹十居、是ハ将軍豊臣秀吉公ェ、頓テ主人ヨリ献土仕ル所成レ共 諸吉元不案内ニ候 ハ 何分-一モ可然様御取計可賜ト徳山一一一日モ五兵衛入道エ頼入ケル所 徳山此レヲ肯テ必気遣致サルヘカラス、能キニ計ヒ候ヘシ、先々旅宿一一テ休息アレトテ 即斎藤先達シテ旅宿エ信愛 伴ヒテ種々懇一一饗応ス、同月六日朝利家卿左衛門ニ逢ヒ玉フヘシトテ、左衛門信愛、早朝ヨリ登城シテ太刀折紙ヲ以、利家卿エ目見得ヲ成ス(以下略)
とある。このうち北左衛門佐信愛は、南部家中の重臣であり、信直を田子城から三戸域に迎え、南部家の家督相続者に決定
L
たと
八
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第二十号
き、重
要な役
割を果したといわ
れており
、いわば
信直の後見人的
性格をもっていた。三戸城主と
なった
信直は、中央の尚一川匠
政昨へ
の工作をはじめるが
、こ
の間の旧中消六の動向が
、き
わめて注
H
される
の
である。
まず泊六に畿内の秀吉の動静を伝え、秀吉への接触は、前田利
家を通じて行うべ こと合進言したり、秀吉の内命をうけて、頻繁に奥羽の情勢の偵察のため往復したものと思われる。また
、天
正十八年、秀吉の小田原攻略戦につ て、その状況を伝えている
(日 )
が 、
「開老遣事』四によ
る左次
のように
記して
ある
Q
〔天正〕十八庚寅年三月京師ノ人鷹屋消蔵三戸ニ来テ、豊臣太閤矧吉小旧原相撲
一回北条氏ヲ征伐ノ事ヲ告知シム因テレ是-一信直ノ
命ヲ荷ヒ小旧原一一到リ豊臣太閤一一拝謁ヲ遂王フ、時-一公御年十五文姿威貌アリ太閤奇トレ之ヲシ終二川日利家ヲシテ加冠セシメ詳ノ利ノ一字ヲ遺シメテ利直公ト改メ名
云
玉 フ
このように、北奥南部氏土羽目政権の接触の役割を果したの
( ロ )
は、旧中消六をはじめ、内堀凹郎兵衛らの近江
の商
人た
ちであっ
たとみられるが
、
南部信直も
、
また、消六らの動きを積極的に利
用し、かれ の仲介によって 南部氏の政治杭力 確立を企図したも
の左思わ
れる
。
( 日 )
関白忠臣秀次が、南部氏に与えた害状に次のようなものがあ
る 。
狛以於二京都一御用
等
可レ示候
、可
属御存入申候
群一未申一通候、遂一コ居間一中候。仰田中治六鷹取差下候、夏中自
(ママ)
然鷹数少供者
、
来秋初
、
京ニ被レ入こ御念
一 、
於ニ御馳走一者
、
可
レ 為
- h
山着一候、将亦、摺品川端進入候、乍-註儀一書状候験斗候、上
辺相応候御用等、可レ蒙レ仰候、不レ可レ有二疎意一候、恐憧謹言。
一 一
月廿六日秀次(花押〉
市部殿御宿所
この書状は、秀次の関白在任期聞が、天正十九年から女禄四年
であるから
、恐らく、そ
の間に出されたものと思われるが
、その
内容は、京都の南部邸に、北奥の鷹を所望したものであり、これによって問中消六が頻りに
北奥の地を往復していたこ土
が窺知さ
れるのである。
周知のごとく関白秀次は
、
文禄四年
、秀吉のため高野山に追放
、
ついで自殺を命ぜられている
、こ
の点について
『田中宗親書上』
( U )  
には次のように記してある
Q
秀次公より無役に知行弐百石被
下、御附
の衆に成申候
、其時、
秀次切腹
の
湖、秀次の御前能衆は流され、文、身体果申候衆多
く御座候時、秀吉公御申候は此清六には知行其儲可遣との 事に候へ共辞退仕上中供、残りには一人もか様の人無之と承中候この純粋によっても前六は、きわめて秀吉の信任を得ていたこ
とを知ることができるのである。
また
、南部利直より土野右近に与え
た書状に
次のようなものが
あ る 。
田中消六
、馬
之尾望ニ付遺候
、
方
、
不残きちぜ可申侯也
卯月十六日
上野右近
八
憾成案内者申付
、
小荷駄馬之
利直(黒印)
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上野右近は
、
慶長五年以降
、
遠野横
川
城代に任ぜられている
が
、
これによって
、
田中清六が
、
他方では南部馬の買入を行って
いたことを窺知すること
がで
きるのである。
『奥市旧指録』によ
れば
、
治六の意見によって、市部信直が前向利家に良馬一頭を贈
(
日山)
り、交誌を願い出たともあることから、南部馬が、金や鷹、と共に、重要な贈答品であっ
たというこ
とができるので
ある
Q
さらに消六は、天下統一を某礎とする映臣政権の全国的な展開
を背景に、秀
吉の
内命をうけて秋田・戸沢・江刺各氏
の奏者を勤
(
口
)(
同日
)
めたといえるのである。
『内史略』所収の「江刺家
譜
」
による
と
重恒
、
江刺兵庫殿
、
天正
十
八年没落
、
南部領乙茂へ落来ル
、
浅
野長吉下向ニ付、京都ヨリ数年下リシ鷹買、田中清六ヲ以、逆心無之旨陳謝シケレハ、御許容有テ性居安証之証
文ヲ賜リ
、南
部ヨリ天正十九年二千石
賜ル
とある、これによって、豊臣政権の下における清六の位置は、初期
豪商
として中央の政治権力
に直結して
い
た
こと
を知
る
のであ
る。また、消ムハはほ部領内に
おい
て、金の
産出す
る地帯を利直か
(ω ) 
ら
給されたといわれているが
、こ
の
ことは、鉱山
の
利権を狙う、
上方商人
の活発な
動きにも関連しており、また、これら上布商人
(幻 )
は剃髪僧形の法体
の姿で
、
奥州に
出入したといわ
れている。
‘ 王
(1V
石塚資
一 正
「敦賀志稿
』四巻(嘉
永年間の著
述〉。福井県立
阿書出舟沢茂樹氏の御敬一不による
と 、
原本は敦賀市三島
、
石井左近氏が所蔵。敦賀会『敦賀前
書
』(明治四十年
刊)
収録されており
、
田中許六については
、
敦賀町船町の条に
初期豪商田中清六十止長について
( 村
上)
記されている
。な
お
、
田中清六に関する記載の部分は
、拙
稿
「 大
久保石見守畏安の研究覚書
」
凶『信濃
』
第
一 九
巻第
六号に紹介し あ 。
(
2
)
「 問中宗親書
上 」
『新庄古老覚書』所
収(附
録
乙
U
三三一
ー三
五
二頁。この書上
は
、田中清六の三男清水
執
行宝性院
僧都宗親が、亡父の経歴を書上げたもので、承応三年七月の日付がある。
(3)
「
田中宗親書上
」
前掲書ハ三三四頁)。
(
4)
「
田中宗親書上
」
前掲書(三
三
四 頁 ) 。
( 5
〉『盛岡市史』
二
巻 ( 一 ニ
O
二頁
〉。『高島
郡
志』ハ滋賀県)
( 一 一 二 五 頁 〉
八6
〉
森嘉兵衛
『津軽南部の抗争l南部信直l』ハ一三七頁〉。な
ぉ「田中宗親書上」前掲書〈三三五頁
ν
ハ7
〉『盛岡市史』二巻(
三
O
四 | ゴ 一
O
五頁
)、。田中清六の奥州
出入。の項。『新庄古老覚書』ハ三ニ|一ニ三頁〉覚書巻之一 。
「
田中宗親書
上 」
前掲書(三三五頁〉
ハ
8)
森
嘉兵衛
、
前掲書(
一
三六頁)
(
9U
ハmv
岩手県立図書館所蔵。
(
日
)岩手県
立図書館所蔵。
(ロ)『盛岡市史』二巻によれば、京溶方面の情勢を奥州に伝播
したのは、
田
中 、 清 六 の
他
、内堀
四郎兵衛
・宮永
左月
、
さら
に蒲生氏郷
・
浅野長政
・
木村吉晴の家臣
で
南部家の家臣
と
なったも
のが
あり
、人事の
交流
・
文物
の
渉透は旺盛
であっ
た、とある。ハ三
O
二頁
V
八
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八日〉南部家文書。『岩手県史』五巻八三七頁)。なお、岡県史
によると、この書状は、文禄三年二月に比定されている
O
AH)
「田中宗親書上」前掲書(三三七頁)
ハ日〉岩手県立図書館所蔵。「内史略」後二。ハ日〉岩手県立図書館所蔵。森嘉兵衛、前掲書ハ一四
O
頁 ) 。
六日
υ )
『盛岡市史』二巻によると、大島正隆「秋田家所蔵文書解説」には、田中清六は「既に信長 時代より、鷹商として奥羽に上下し その関係上自然奥羽の諸大名と親しく、戸沢氏・南部氏の奏者を勤めたりした人である」と記してあるという(三
O
コ 一 頁 ) 。
(日)岩手県立図書館所蔵
Q
「岩手県史』三巻八七三六l三七頁)
(mm)
田中喜多美「南部藩 『物語藩史』(二一ニ九頁
)Q
(却)『盛岡市史』二巻(三
O
三 頁 ) 。
北国海運と田中清六
北奥羽の地域における田中清六の活躍は、きわめて注目すべき
ものがあるが、慶長四年以降になると、家康の書状のなかに、清六の名を頻繁に見出すことができる。これによって秀吉の死後政治権力を漸次、掌握していった家康が、北奥羽の政治支配において、秀吉時代に引続き 清六の役割を重視していたことを知ることができる である
Q
( 1 )  
即ち、慶長四年、出羽国角館城主戸沢九郎五郎政盛は、会津の
上杉景勝の封地 仙北北浦 会津との国境にあるため、景勝の動静を家康に報告し い
Q
これに対して、十一月になると次のよ
八四
( 2 )  
うな書状が、家康より与えられているのである。
(回中清六)
飛脚到来祝著候、其表之様子得一其意一候、猶田中可レ申也、
十一月二十日家康八判〉
戸沢九郎五郎殿
これによって、清六が、戸沢政盛との連絡に立合っているが、
他方「源勝院様御代に田中清六に知行六百石被成下、知行所は小国満沢村にて三百八十二石五斗、谷地上野村にて二百十七石五斗」とあることから、当時清六が北奥で知行地が与えられていたことを知るのである。また、清六は北奥羽の往来と、どのようなル
l
トによって活発に行なっていたのであろうか。畿内より遠隔
地である奥羽各地への往来は、豪商としての田中清六が特定の交通路を掌握していたことを推測することができるが、これについ
( 4 )  
て清六へ与えられた船舶諸役免許状は、その状況を伝えるものとして注目されるのである。
北国中於一語湊泊一、田中清六船之儀、諸役等在レ之間敷者也 何如レ件
慶長四年十三月廿六日御書判
田中清六とのへ
これによって、北国の津湊に停 する の持船に対して
は、一切の諸役を免除する旨を明示されてい 、か、結局、清六は船舶を所有し、さらに政治権力より特別の保護を得る によって、沿岸航路を利用し豪商としての機能を発揮し たということができるのである
Q
ついで翌五年には長束正家・増田長盛・前
田玄以三奉行により次のような免許状、が与えられている。
Hosei University Repository
諸国廻船何の於詣浦一も役儀従一九万年一被レ成一面免許一候、然ばA A 7
の問、自然其方船違乱の族在レ之は、可レ有三一一口土一候、御法度
の趣急度可レ申レ届候、何如レ件
慶長五年正月十三日
徳 f首長
善右大
正家長盛玄以
判半1] ~:I] 
田中清六殿
このような、諸役を免除され、海上交通を保護するケ1スは、
すでに徳川氏の場合には、天正十年八月に、伊勢の角屋七郎次郎
( 6 )  
に与えた朱印状によっても知ることができる
Q
四百餅船吾般之事
右分国中諸湊出入役以下之諸 、所レ令一一免許一、不レ可レ有一泊達一者也、何如レ件
天正十年八月サ三日
安倍菩九
奉之
勢州大湊
角屋七郎次郎とのへ
また、摂津の豪商で、後年朱印船貿易家として活動した。末吉
勘兵衛に対して、天正十六年八月に、分国中の港湾出入の自由を
( 7 )  
保証した、次のような朱印状が与えられている。
免船六般於-秀国一、諸浦往還不レ可レ有一五相違一者也、仰如 件
天正十六年八月四日(家康朱印
V
末吉
勘兵衛
初期豪商田中清六正長について(村上
ν
こうした特定の船舶に対する、保護政策は、徳川氏の政治権力
の拡大に伴ない、その有効区域も、遂次、拡張されていったものと思われるが、このことは、遠隔地に対する領主が商品流通をパヅク・アップする意図を示していたといえるのである。
また、慶長五年七月、敦賀の豪商道川三郎左衛門に対して、南
部信直は、千三百石積一般、千石積一般、合わぜて二般の領内に
( 8 )  
おける法役を免除しているのである。
共方船、我等領内何れの津之罷越候共、役儀一切有間敷もの也
慶長五年七月二日
道川三郎左衛門とのへ利直八印)
初期豪商による沿岸航路の活況は、上方商人によって、漸次、
北奥州に及んでいったものといえるが、当時の豪商は千石積程度の持船を、六般から九般位、所持しており、田中清六 場合もほぼ同様の持船によって遠隔地商業に参画していたも と思われる
Q秋田氏財政の算用構造について分析された、渡辺信夫氏の研究
によると、慶長五年 支出のなかで、大高甚介算用分の九一九石余には「田中清六内中嶋源七・新六・中村又左衛門両コ一人ニ渡申」分が含まれているが、それは恐らく、田中清六の手代 みられる者に、換金分 思われる多量の米を渡し いることが指摘さ
( 9 )  
れている。
秋田氏の財政は、結局、支出面では物成米、その他現物の換
金、銭の両替等、商品流通に依存することが大きか たといい他方、増大する畿内の米穀需要を満すため 米穀 海上輸送によ
八五
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って積極的に行われ
、
金・
銀は京
・堺・小浜・
敦賀などの畿内周
辺
の諸都市によって調達
し、れ
の中
心的
役割を果
した
のが
、初期
豪商であった
といわ
れている。これに対
し て 、
む
しろ、こ
の段階
においては
、秋田氏は物成米
の地払
いを通じて金・銀・銭を収得
した
ので
あって、その換金を担当したのが、秋田
に
進出してきた
上方商人であり、かれらは、その米を秋田領内および近辺で換金化を
計り
、利潤を
成立させていたという見解がある。これらによ
っても田中滑六らの上方商人
が
、
流通機構のなかで換金
化
の主要
な役割を果
してい
たことを窺知できるのである。
、 王
〈1
〉『新訂寛政重修諸家譜』第九八一一二二頁し。戸
沢政盛の
項
で「政盛が封地仙北北浦は会津と彊を接るを
もって
、景勝
が進退をうかがひしり、旦鳥居彦右衛門元忠がいれヰたるにより
、このことを
告たてまつり
しかば、
十一月二十日御書を
下さる」とある。
〈
2)
『新庄古老覚
書
』、『譜牒余録』四十五。中村孝也『徳川家
康文書の研究』中巻(四五四頁〉。
(3
〉「新庄古老
党書』ハ三三
1
三四頁〉
党書巻之
一 。
ハ4
〉「甲中宗親書上」「新庄古老党書」所収
0
・中村孝也
書(四六一頁)。『敦賀志稿』
〈
5U
『新圧古老党書』(三四八
|
三四九頁)
(
6
)
岩生成
一
『朱印船貿易史の研究
』
( 一 二 九 頁 ) 。
『朱印船貿易史』ハ四四四頁)。
〈7 V
岩生
成
一
前掲書〈四
O
頁
U。
前
掲
川
島元次郎
川
島元次郎
前掲
書(四
八六
六 頁 〉 。
ハ
8)
道川文書。工藤定雄「酒田商人の研究
l
請株制の系譜|」
『東北水運史の研究』ハ二七頁〉。文禄の役に、南部信直は出陣したが、その際に
敦賀の豪
商近川三郎左衛門の船便を
借
り
て武具を運んだ縁故によるといわれる。道川は関ガ原
戦前後に諸大名の要請に応じて北国を往来していたといえる
Q
山口徹「小浜・
敦賀における近
世初期
豪商
の存
在形
態
」 『
歴史学研究』
二
四八号(四頁
)には、南部藩では調
達金の御用達を増
川に
命
じ、その代
償
として領内一統
無役
に而出入候様之御判物を与えた
、と
記してある。
ハ9)
渡辺信夫『幕藩制確立期の商品流通』(四七頁)。
ハ叩〉山口徹「初期豪商の性格」前掲書。八一四七|四八頁〉。(日)渡辺信夫前掲書(六五頁)。また、山口啓二「豊臣政権
の
成立
と領主
経済
の構
造
」『日本
経済史
大系
3
近世上』。
山口
氏は
「金
子の
場合は
上方商人に
米を売却し
て
金子を請
取っている事例もあるが、多くは米の払先か注記されていないので地払と考えられる」ハ一二五頁)とある。関ガ原の戦と田中清六
慶長五年、関ガ原の戦は徳川氏の覇権確立を決定的なものとし
たのであるが、この前哨戦ともみられる会津上杉景勝の攻撃は、奥州諸候の帰趨を知るうえに重大な意義をもっ
ていたといえる
。
上杉景勝の挙兵の報に接した家康
、
同年七月二日江戸城に帰
着
、七日には外
様諸候を招
いて饗応し、二十一日を
会津攻撃の
日
Hosei University Repository
と定め、軍令を発して全軍の部署を定めている。とくに家康が、中川市右衛門忠重、津金修理亮胤久に与えた、七月七日付の覚書によれば、米沢口より会津へ攻入る場合には
、山
形城主最上義光
を先峰とし
、
南部利直
・秋田
実季・小野寺義道
・
六郷政乗
・
一 戸 沢
所盛・本堂茂親の出動を命じ 諸将の部署を指令しているのである 。
このような指令に基き、家康は、出羽角館城主戸沢政盛の他、
桧山城主秋田実季・由利郡仁賀保領主仁賀保挙誠および小介川孫
( 2 )  
次郎に次のような需状を与えている。
書
状到来、祝著之至候、例会津表問陣之義、来廿一日相定候、
其方
事
山形出羽守有二同心二米沢表へ可レ有二参陣一候、猶田中清
六可レ申候、恐々謹
言
、
七月七日御講御判
戸
沢九郎五郎殿
急度申遣候
、の
会津表出陣之儀
、
来廿一日相定候
、其方
事山形
出羽守有二同心二米沢表へ可レ有-参陣一候、猶問中清六可レ申候恐々謹言
家康代黒
印)
七月七日
秋田藤太郎殿
飛脚到来祝著候、の会津表出陣之儀、来廿一日相定候問、其方
〈 六 )
事庄内江為レ押可レ被一一催在一候
、猶田中清市可レ申候、恐々謹
言
七月七日御詩御黒印
仁賀保
兵庫頭殿
初期豪商田中滑六正長について〈村上〉
小介川孫次郎殿
これらの害状によって明らかなように、家康の意志を直接伝え
たのは、豪商田中清六であったことを知ることができるのである。既に述べたように清六は、秀吉時代より、北奥羽の事情に精通し、鷹買商人としてよりも、隠密的な活動が注目されているが、それにもまして、初期豪商として 諸候の財政に直接、関係しいることは、とく
に軍事的にも家康の奥州支配に
とって最適
の使
者であったことはいうまでもない。
また、関ガ原の戦における田中清六の活動は、奥州のみに限ら
れたわけではなかった
Q
当時
、
尾張国大山城主石
川
備前守点清は
、そ
の向背如何が
、
東
軍の戦局の動向に重大な影響を及ぼすと見倣され いたが
、貞
清
からの家康
へ
の書状に対して
、
八月八日付で家康ば次のような返
( 3
〉
書を貞清兄弟に与えて
いる
のである。
先度飛脚之問、可レ為-丞礼一之処、飛脚其憧立帰候問、無一一其儀一候、其方兄弟 事 連々懇切之事ニ候問、弥不レ可レ有一一無沙汰
(問中清六)
と存 委細田中可レ申候、恐々謹言
八月八日家康判
石
川備前
守殿
この使者は、田中清六であったことが窺知されるが、貞清は、
同月二十八日、木曽谷において攻撃 命をうけた、徳川方の千村良重、山村良勝のため、犬山城から潰走を余儀なくされているの
( 4
〉
である。しかしながら、このような清六の活躍が、関ガ原決戦の前哨戦に重要な役割を果していたことはいうまでもなかっ 。ま
八
七
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た、九月四日には、石川貞清の、井伊直政・本多忠勝の両人宛の(5 )  
書状を家康が
披見し、その忠節に満足の意を
表わ
している
が
、こ
れ
についても
〈古田織部)
追而古織かたへ之
書状得
- 一 其
意
-候
、己上、
両人
かた
へ之御
状
令一致見一供、仇今度不
慮之儀
、
無
一 一 是 非 一 仕 合
( 田 中
清六)
共候処
、
日来之御好味思召可レ有-忠節
一由、満
足候
、
委細田中
可レ申候条、令こ省略一候、恐々謹
言
九
月四
日
詳御判
石川
備
前
守殿
と
、そ
の委
細
は清六
が伝
える
こと
が 一
記されている
Q
なお、同日、
本多正純からの田中消六に対して
、
返書が送られて
い
るが
、
それ
には
次
のよ
うに記して
あ る 。
石川
備前殿 り之御状
、
併貴所御文
、
何茂則入一一御披見
一候
、
日
来之好味を恩召
、
今度之御忠節大形ならす
、御
祝著被レ成
、御
( 去 )
害被レ遣候
、
殊
十一日も石備前
殿より
、古織へ御
越之
御
状も懇
ニ 入 - 一 御
披見
一候
、
是又
一
段
と満足被レ成候、其
はす
此
度之
御
返
( 信 )
事ニも被一両遣一候、此節候問、弥御忠臣被レ成候様一一と御心得頼入候、恐々謹
言
九月四日
田清
正
本純
弥
八判
殿御報
返
々此度石備
様御忠
節之
供
、日来御頼
教被
レ存候、首尾不一
L
相
違
一候儀候と被レ申
、
くれ
/
¥被レ致
ニ 満
足
一候。此上弥被レ出
一 一御
精
一 御 尤
候と奉
レ存候
、此
由
可 レ
然様
ニ 石
備様
へ 可 レ 被 二 仰 上 - 候 、
入
入
将又
今回
日 ニ
至
テ、三島被レ
致
- 一 著 陣 一 、
路
次中
殊
之外被レ
急候
、
十日時分
- 一
其表
ヘ 可 レ
被
- 一罷出
一 候 、
諸勢ハはや五六
日巴前ニ
罷出
(徳川秀忠)
候問、可こ御心易一候、江戸中
納言
殿信州表を直ニ濃州ヘ
被
- 龍
(福島
正
則)(池田輝政)(注)
出一 、此
等
之遇、福
大夫様
・
羽三左様
へ
可 レ 有
ニ御忠進
-候
、
以上
こ
れによって田
中
清六が
、
石
川
貞清の去就に通
じていたことが
窺われるのである
。
こ
のよう
に石川貞清
に関
連する
清六の活躍は
、こ
れ
ら害
状に
よ
っても知ること
が
できるが、それと同時に
、
東国における情勢判
断は、大部分が日中清六
よ
りの内報によって決定されていたもの
と推定
することができるのである。
会津上杉景勝征伐に際し
、奥羽
諸
大名
の動向は
、
注目
す
べきも
のがあったが
、
八月
十
九
日には、南部利直に対して、家康は次の
(7 )  
よ
うな
書
状を与えて
い
る 。
其元
迄御
出陣
之由
、
御大儀
候、内々田中
消六
一一巾候問、御参陣
有問敷
ト
存候処
、そ
れ迄御
出陣祝著之
至候
、
早
々有二帰陣一 御
休息尤候、恐
々謹
言
。
八月十九日家康(花押)
南部信濃守殿
こ
れは
、南部信直の病死後、
南部領
内
の動揺を配慮
し、嗣子利
直に米沢口出陣を見合
せるよう田中
清六を使者に
派したのに対し
利直
が
出羽勝山まで出陣した労を稿ったも
の で
ある
。
また
、
同日付で
、
出羽国仙
北
郡横手城主小野寺義道
、問
中 八 郷 城
(8 )  
主六郷政乗に対して
も 、
次のように書
状
が発
せら
れてい
る
。
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其元迄出陣之由、御大儀侯、内々旧中清六に申候問、御参陣有問敷
と存候処、御出陣祝著之至
供
、早々有一日附陣一、御休息可レ被
レ 成 候
、恐々
謹言
八月十九
日
横手
殿
家康ハ花押)
其元御出陣之由御太
義候
、内々
田中清六一一申候問
、御
参陣有問
敷候与存
、
致
一 一油
断 一
候処
、其元御出
陣祝著之至候
、
早
々 有 - 一 帰
( 尤 )
陣
一 、 御 休
息最
-一候、恐々謹
言
八月十九日御詳御判
六郷殿
こ
れらの書状によって
、
田中清六を使者として
、出
馬を見合す
ように申伝えていることが窺知さ
れ
るので
あ る 。
また 八月二十
一日には、出羽国
桧
山城主秋田実季に対しても、出羽国内
の擾
乱
を慎れて、帰陣休息を命じているのであるが、これについても、
(問中
清六)
「仰先
書
田中所より如一一申遣候一、上方鉾楯付而、令一一上洛一候条、
( 9 )  
先 々 被 - 一 罷 帰 一 、 従
- K
方一重一而左右次第迄可レ有二在国一候」とある。
さら
に
、こ
の日
、庄内の上
杉勢を攻
める
ため
、御崎に出
馬
した
出
羽国由
利郡
赤尾津城主赤尾津孫次郎に対
して、本
多
上
野
介
正純
の添状には次のように記してある。
追而申候、様子之儒者最前田中清六被-一仰付一候問、定而
飛
脚
参著可
レ 申
候
、巴上、
其元之様子、以一一使者一被一一仰聞一候、即遂-披
露
一候
、何
早々其表
御参陣、一段祝著被レ存候、乍レ去、就一王方鉾楯一、此表仕置等
(秀忠)
丈夫被一一申付一、中納
言殿
被 - 一
差置
一 、
近日被レ致二
上洛
一候之条
、其
初期豪商田中清六正長について(村上)
表之儀も先々有
一 面
帰陣
二
重而
御
一左右迄可
レ 被 レ
成
一 御休息
一 之
官候、将又上方之儀、奉行中雌下被
- L
中合一候ム、差儀無レ之候、
於ご御上洛
一者
、則
平均可レ被
- 一 仰 付 一
候条
、可こ御心
安
一候
、
駿州
・遠
州 ・
コ
一州 ・
尾
州 ・
濃
州 ・
勢
州 ・
信甲迄
、
悉諸城
此
方之
人
数
被二入置一、人質等無↓議所一到こ江戸一参候条、於-様子一是又可-詞心易一候、随而
本多
中
務為
-元手二廿日以前
尾濃表江被
一日 間 上
一 、
候条
、
返事無レ之候
、
委細御使者可レ有
一 一演説
一候
、恐
慢謹言
八月廿一日
本
多
弥
/¥ 
U~ 
iζ 
純
判
赤尾津孫
次様人々御中
ここにも追書にて田中
清六から
の飛脚
が
、やがて到
着
すること
を伝えているのである。
かくして九月十五日、
美濃関
ガ原の決戦は徳川方の勝利に終っ
ているが、十
一
月二十日、大坂城西の丸に入った家康に対し、在
国
の
秋田実季が出羽方面の状況について飛脚を遣わしてきたこと
を悦んで
次のよ
うな書状を与えて
い る 。
(田中清六)
飛脚到来祝著候、其表之様子相心得候、猶田中可レ申侯也
十
一 月
廿日
家康
(印 )
秋田藤太郎殴
このよう
に
、
関ガ原の合戦にみられる
、
家康の書状のなかには
戦局の帰趨を決定する消六の積極的な活躍を窺うことができるの
(田中
清六)
A
hゆ
るが、これについて
は
「関ケ原の陣立の談合の使常秀にて侯
事
」とあ
り
、
また『田
中
宗親書上』によると
次
のように記して
八九
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( 臼 〉あ る 。
(関原)
青野原の陣の談合
、
諸大名へ使を申候は
、
消六にて候
、大坂
に
て御談合の人衆本田佐渡守・村越茂助・清六にて侯、其内余も定て可有之候半哉、其後東へ御下りの時、清六は御供・申立申候、石田治部申候は清六は如何にと問申候へば
、内府に付立申候と
申候時、不果報者と申候由承申候『敦賀志稿』によると「慶長五年関原御陣之節宗族田中兵部少
輔長政朝臣時一院議
の
手に属し兄田中清左衛門と共に石田三成を捕
て奉り、軍終て後、神君(家康)御手つから長刀一振を賜り敦賀表仕置の命を刻ト
」と
あり
、西
軍の指揮者石田治部少輔三成の捕
縛に功労があったという。
石田三成の居城、近江国佐和山の落城は九月十七日であったが
この日家康は、田中古政に命じ、三成の捜索に当らせている。吉政は近江国の出身であり
、付近
の地理にも明るく
、
平素から
三成
と親しかったことから、追捕には適任とみて命ぜられたといわれ
( 日 )
ている。九月二十
三
日付の青山常陵介忠成・内藤修理亮清成・酒
井右兵大夫忠
利より、本
多佐渡守正信
・
平岩主計頭親吉らに宛て
(小西
行長
)
(石田三成〉(安国
た書状によると
「
をハ最前被レ為
一 一生捕
一 候 、
石田治部
・
安国
土 守 忠 獲 )寺
を北近江越前境ニ而
、田
中兵部殿内同名伝左衛門と申者生捕
、
(日
山)
今廿
ゴ 一
大津迄為
- 引
参一候
事
」とある。恐らく「田中兵部殿内同名
伝
左
衛門」とある
の
は
、
清六
の
兄清左衛門を指しているとも思わ
れふ弐
一成は近江国伊呑抑制古橋村において捕えられたが
、台政はか
つ て
三
成から得た思詑を感じて厚遇したという
Q
清六も兄清左衛
門とともに、古政に属し、一一一成に接する機会があったと思われる
九。
のである。
この点について
『田中宗親
書
上
』
には
、 「
権現様の御代には諸大
名衆用甚敷御座候
、
其証拠は石田治部少輔ヱ紘一止長清六
、
烏帽子
ごに頼申候へ共辞退仕候、為後能仕合に成申候」とあることからも窺われよう。
キ ヱハ1
〉「書上古文書」中村孝也『徳川家康文
書
の研究』中巻ハ五
O
四 頁 〉 。
ハ2
〉「
古文書集」「新庄
古老党書
」「秋
田家文書
」 「
譜牒余録
」
「古文書集」中村孝也前掲書〈五
O
五|五
O
七 頁 ) 。
(3V
「譜牒余録」三十六。中村孝也、前掲書(五六七
l
五六八
頁 〉 。
〈4
〉所
三男
「 大
久保石見守畏安と信濃
」『地方研究
論
叢
』(一八
八ーニ
O
四 頁 ) 。
ハ5
〉ハ
6
〉「譜牒余録」一ニ十六。中村孝也前掲書(六六五|
六六六頁〉。
〈7)
「南部家譜」「南部諸士系図」中村孝也前掲書ハ五八九頁 ) 。
ハ8
〉
「 小
野寺文書ハ東京大学史料編纂所影写本〉。古文書集中
村孝也前掲書ハ五八九
l
五九
O
頁 ) 。
(9)
寸 秋
田
家文書
」「
古文
書
集
」中村
孝也前掲書(五九五
頁)
。
(叩)「譜牒余録」三十六。中村孝也、前掲幸一日〈五九九頁)。。
U)
「秋田家文書」中村孝也『徳川家康文書の研究』下巻之二
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( 一 一 六 一 頁 〉 。
(ロ)「田中宗親書上」『新庄古老覚書』〈三三二頁)。(臼)「田・中 ( 七 〉。(M)
石塚資元『敦賀志稿』四巻、『高島郡志』〈滋賀県)五 頁 〉 。
〈日〉今井林太郎『石田三成』〈人物諜書〉(ニ
O
八|三一
一ず。
〈日〉「堀文
書
」 『
信濃史料』第十八巻〈五二
O
頁)
。
〈げ)今井林太郎『石田ゴ
一成』による
と、三成の逮捕には吉政の
家臣田中長吉を命じたとあるつ二
O
頁 〉 。
ハ日)「田中宗親書上」 新庄古老覚書』つ二三七頁〉。
( 三 一
佐渡奉行田中清六
佐渡金銀山の採掘は、天文十一年、沢根に鶴子銀山が発見開発
されたときに始まるといわれている。やがて天正十七年、佐渡は上杉景勝の分国となり、外山に陣屋を設け 日代女置いたという。文禄四年五月、石見国の山師忠左衛門・忠次郎・忠兵衛の三人が渡来し、本日間歩を
稼行
する
に及
んで隆盛をみるに至ったの
である。他方、相川金銀山は、慶長六年、鶴子銀山の山師三浦次兵衛・渡辺儀兵衛・渡辺弥次右衛門が、相川を探索し、川口より川沿に山
に分け入り
、金
銀鉱の大露頭を発見
L
、こ
れが佐渡金銀
(I) 
山の空前
の盛況をもたらす端緒になったといわれている。
関ガ原の戦後、徳川氏
の重要鉱
山直轄制
が急
速に捉進さ
れるが
佐渡金銀山では、どのような支配形態によって行われたのであろうか。この点、「朝野旧聞哀藁』によると、慶長六年七月十五日
初期豪商田中清六正長について(村上)
「河村彦左衛門・田中清六等を奉行として、佐渡国相川の仕置を命せら幻とある。慶長三年、豊臣秀吉は上杉景勝を会津に移封したが、佐渡は、なお上杉領として河村彦左衛門吉久が支配した。結局、佐渡は彦左衛門が豊臣民の代官として引続き支配したことになるのであるが このことはかれが在地の実情に精通しているばかりでなく とくに慶長二年から同五年にかけ、佐渡一国検地の実施に当り、優れた民政の手腕 評価されたためと思われる 。関ガ原の戦において、後背作戦に縦横の活躍を示した田中滑六
は、河村彦左衛門の佐渡支配が引続き決定すると、新 たに家康から佐渡支配の担当奉行を命ぜられることになったのである。佐渡の請取は慶長五年十一月であ 、こ
( ω
怖の経緯について『田中
宗親書ヒ』に
、次の
ように叫記してある。
(上杉)(閏中南六)ム
i
佐渡国は長尾景勝持にて候、常秀、権現様の御使にてこきおとし御取候て御上被成候、其時、佐渡を預り候て居候仁は川村彦
( 椎 野 〉
左衛門としいのと申仁にて候
、川村進退
にて候
、始は渡し申間
敷と申候を種々才覚にて渡し申候 、川村も権現様へ御奉公出申候、しいのは後、佐渡を渡し巾候事を後悔に存候て、度々( 清 六 〉常秀を殺可申
Lし仕候へ共、成不申候てしいのはころきれ申候事
叉佐渡請取の時、大風にて侯処 御 り候事手柄と人々申候由に候これ
によ
って、佐渡の支配は、河村彦左衛門と椎野某に委ねら
れたが
、椎野
が清六の殺害を企図し
、
逆に死罪に処せ設たこと
を伝えている。また、清六を佐渡奉行への任命については、
九
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佐渡請取の年関ガ原陣
の
年也、知行被下候は三年目也、常秀御
申候は
、
佐渡代官
はいやにて候問、
誰に成共可被
仰下と
の事に
(荘内)
候時、先一年仕候へと被仰候て、コ一年目
に越
後せうない
にて三
万石成共 又、佐渡にて五千石成共望次
第
と被仰
候
所に、せう
ない三万石より佐渡五千石は過分にまさり申候故、五千石御取候て後は後悔にて
とあり、金銀山のある佐渡
の
収益の多いことを見越して、自ら佐
渡を選んだと記して 。
( 6
) 
こ
のとき
、
清六
に与えられた朱印状は
、次
の通りである。
一、佐渡国銀山如一一前々一、金穿共召集候事一、河村彦左衛門儀赦免候条、彼固
有
附仕
置等可
- 一申付
一者
也 、
の而如レ件
慶長六年五月五日
田中清六とのへ
これは、銀山開
発の促進主
、上
杉
旧臣の河村彦左衛門を
赦
免し
佐渡奉行に任じたことそ消六に伝えたものであるが
、結
局
、
慶長
六年以降は、彦左衛門は、徳川家に直属した豪商代官田中清六δ補佐的位
置
にあったこと
が窺
知さ
れ
るのである。
佐渡へ派遣された田中消六は
、
直ち
に彦左衛門と協議の吐、佐
渡の支配を沢根町字鶴子に陣屋を設慣し、
支
配することに決した
という
が
、こ
の間の事情について
、
『 佐 渡
年代記』の慶長六年項
に次
のように記してある
。
一
、
大久保石見守長安
、
伊豆
・
石見
・
佐渡銀
山按検
の事
を命せ
らる。長安初は藤十郎と云、後石見守に任し武州滝山におい
九
て八千石を賜る
ο
但、慶長八年より長安佐渡を支配すと云伝
ふといへとも
、
実は
此年
より佐渡の事を
も命せ
られると云
へ
り、先つ石見守等の公務繁きか故、慶長八年に至りて、始て目代
等を遣は
せし
故
、
八年より支配すと
一おなる
へ し 。
一
、
佐渡の様子な監察せられんために
、
去年御家人問中消六を
遣はされし故
、越
後寺泊にて菊屋新五郎といふものを語らひ
先
達
て佐
渡へ遣は
し 、
帰るを待て消六渡海し
、国中なめくり
帰参の
土、再応今年
渡海
し
公務を
沙
汰 す 。
とある。また
、
『佐渡志』によると
、
「慶長六年辛丑関東の
御料
に
併せ
られ
しよ
り河
村彦
左衛
門吉
久
・問中
清六二人を
して此国を
治めしめら 吉久は
前
の年庚子の九月
一
国の検地をせし人なり
、
又、消六は此年始めて関東より下されしといへりし左ある
。
これ
らによって
、
佐渡は慶長六年以降
、代
官頭大久保長安の管轄下に
組
み込まれていたこと
に注目すべ
き
であ
る。した
が
って、佐
渡の
支配に任ぜられた田中清六は、石見・佐渡と裏日本の重要金銀山を掌握
し
た
、
大久保
長安
配下の豪商代官の性格をもって
、
民政を
支配していたという
こ
とができるのである。この点
、
「敦賀志
稿
』
によれば
、
慶長五年以後、敦賀表の仕置を命ぜられた消六は
、そ
(慶長六年〉
の後
、
権回
小十郎にそ
の役を譲
り
「 翌
年佐
渡国
御検地
奉
行 間 …
耕 一 概
判 … 何 回 一 位 一 品 目 阿 紳 脚 六 の 命 を 蒙 り
、相川に在て金山を見出し、其段
及言
土御下知を受明立
る
に
、
段々盛に出るを以
て
敦賀浜に蔵屋敷
を注へき命を蒙り
、金山御用の道具類、
敦賀よ
り
送り
下す事、右
屋敷にて勤
し」と
あ
る 。
これ
によ
って、大久保長安配下の佐渡奉行に任ぜられた田中
清
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六は、敦賀に蔵屋敷の設置し、北奥羽に派泣し
た持
船を
利用し、
金山御用の道共類を
、
佐渡に輸送する役割台果したということが
できる
ο
したがって
、
問中市六の仇渡悲・行へのおは用は
、
豪商と
し
ての機能を、実日本の海運土佐渡金銀山の開発に発揮させ、あわせ
て画期的な採掘の促進をはかる意図があったということができ
る 。
(叩)
『佐渡志』によ
る と 、
河村
・田中両
奉行の禄古川は
、
河村彦左衛門吉久緑千五百石
慶長六年辛丑より八年発
卯に
至る
田中清六禄千八百五十石
右に同し
とある。しかし、慶長七年七月
には
、
問中山前六に対して
、
次のよ
( 日
〉
うな年貢米五千石が与えられて
いる
。
於二佐渡国一、物成五千石宛行詑、全可一語知一者也
慶長七年七月サ三日
田中清六とのへ
また、この年、 の支配は、新らたに中川主税・有田佐太郎
を派遣することによって、四奉行制による二奉行一組の交代支配
(ロ
)
の形態がとられることに ったのである。しか
し
ながら
、こ
うし
た支配形態が消滅
し
て
、 一
挙に代官頭大久保長安の直接支配が実
現し、佐渡全島を掌握したのは、慶長八年のことであった
3
「朝野旧聞哀
藁』に
よると
慶長八年「大久保石見守長安に佐
( 日
)
渡の奉行を兼ぬへき旨命せ る」とある。即ち
、こ
の年
、
田中
・
河村両奉行は、交代制によって帰国中、中川主税・吉田佐太郎両
初期豪商田中清六正長につい
て〈村
上
V
奉行が
農民に重
税
を課
した
ため
、
佐渡農
民
は江戸
へ出訴し、奉行
の弾丸セ行なった。その結果
、
幕
命によって者同は切腹、中川は
改易
、さらに帰国中の田中
・
河村も連坐の処置がとられ
、 御
役御免
色なったのである。これについては「田中宗親書上』による左次
(U )  
のように記して
(吉田佐太郎〉(大久保長安)
其後左太郎欲
心
計仕候
、
横目に大久保石見を御
下し被成候時、
左太郎悪事共申候
へば御聞被成候て、左
太郎は父
子共切腹
に被
(土井利勝)
成
候、此左太郎
は士井
大炊殿相聾に候、清六も横目を不遺前に
可申上事に候、其科故、知行は被召放候と被仰候、石見も能時分御前を申調候は
ん
と申候
、
其意
根
は佐渡の事申上候へば悪敷
(詫 )
候位、 に出ぬ様に中成候由に候、御住言仕候は
x
可被召出
処に六年計少もかまひ不申候て居中候、其意は我手柄にて取候知行也
、
文住
吉
申候て悪敷所早々知行被下候へば如何と存候故
か
と存候
Q
これによると古同佐太郎は、老職七井大炊頭利勝の聾である
が
、
大久保長安が佐渡を検察し、罪状が明らかになったため
、死罪
に処せられ
、
さた
、
消六はこの佐太郎の紅曲を予め上申しなかっ
たこ
とから
連坐
し、御
役御免に
処せら
れた終韓
を伝え
て
いる
。
し
かしな
がら
、こ
のような僅か二年間にして問中
・
河村阿奉行の罷
免の
措置は
、
明らかに幕府が問奉行制に拡づく佐渡支配の消滅を
企凶したものであり、結局、このことは、大久保長安の直接支配を実焔することによって
、
幕府直轄制の実質的な強
化
をはかろう
とし
たもりである。そして
、
さらに日中清六らの初則豪商合
、
幕
府権力のもとに改め
て
吸
収するこ
とによ
っ
て
、
一 呉
日
本沿岸の全般
九
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的な商品流通
に参画
せしめる意図を示しているということができ
るのである。
ー 王ハ1
〉
麓三郎『佐川
氏金銀
山
史
話』ハ同
1 l
六
百 ) 。
拙稿「
近世初
期住
山内鉱山の支配についてーとくに大久保石見守長安を中心に|
」 『
信濃』第
一
八巻第一号。
(2)
『朝野
田間
哀
一 予
』四七
二
巻 。
(3)
『位波年代記』巻之一、河村彦左衛門は慶長二年より五年にかけ検地を実施した。このときの石高は、二万四千三百二十九石
五斗七合七勺(内
、
羽茂郡三千二百五石三斗一升
四合七夕
、
雑太郡一万一千九百九
十
四石
一
斗七升三合
、
加
茂郡九千百三十石八升三合)で、これは王保年閉まで不変であったという。現在、佐渡郡相川町、大
安寺
境内には河村彦左衛門の巨大
な五輪塔がある。
〈
4V
「田中宗親書上」『新庄古老党書』〈ゴ一三二買)。
(5
〉「田中宗親書上」『新庄古老党書』(一二三三買)。
(6)
「佐渡年代記」巻之-、慶長七年の項に、「
本
行と命ぜら
れたるにあらず、
AI
の御代官の類とみえたり」とあること
から、所謂、佐渡代官に田中一昨六 河村彦左衛門が任命されたとみることがでをる。
ハ7)
「佐渡年代記」巻之一、慶長六年の項。
〈
8)
「佐波志」巻六。(『佐湾設書』第二巻所収)
(9V
『敦賀志稿』 四
九
四
ハ叩)「佐渡志」巻六。ハ『佐渡叢書』第二巻所収〉。ハ 日)
「
閉
山 '
宗親書
上 」
Q
中村孝也「徳川家康文書の研究』下巻
之一つ一一
四頁
) 。
ハロ)出稿「近世初期位湾鉱山の支配について
1
とくに
大久保石
見守長安を中心に!」『信濃』第一八巻第一号。
六
日
)『謝野山間哀藁』五
O
三巻
Q
ハ
U)
「田中宗親
書
上」『新庄古老党
書
』(三三四頁)。
豪商田中清六と敦賀
慶長八年に佐渡奉行所御用船新宮丸
・小鷹丸の二般が紀伊国に
おいて造船され
、辻将
監
・ 加
藤和泉によって廻漕されてきた。こ
れによっ 瀬戸内海から赤間関を廻り
、日本海を通って
佐渡
へ至
る廻航通商は、天正末年より慶長年聞にかけ、日本人の海外通商の活況を背景に技術的にも裏付られたと
いうことができる。また
寛文以降に本格化する
、いわゆる西
廻り海運の先駆的なもの
とみ
ることができるが、しかし、北奥羽・越後・佐渡と上方の交通は当時は敦賀・小浜まで海路で至り、それ 上陸して、陸路で京
( 1 )  
へ上る方法が多く採用されて た。
田中清六は、佐渡奉行を免職後は、「佐渡の御影にて金銀沢山
に持申候故、御奉公の望もなく京に楽仕居申尚一との批難もあったといわれるが 他方では「其後致仕して敦賀に住事、前の如し
( 3 )  
御免馬
一
疋、道口駄札三百六十枚つ
L
今尚賜はれり」とあること
から、引続き敦賀を拠点として、裏日本治岸の流通機構 中心的役割を果しており、翌慶長九年四月には、大久保長安より 次の
Hosei University Repository
ハ4 )
ような免状が与えられているのである。
田中消六殿之船六鰻之内、御朱印之船者、令一面入一無-一相違一可-一申付一候、以上
辰
卯月八日大石見判
佐州浦々船奉行
田中
清六の持船は
、
先に北国中の津湊に停泊する場合
、
諸役免
除されたことを明らかにしたが
、こ
れによ
って、六艇
の持船が沿
岸航路に従事していたことを知ること できるのであ 。
初期豪商の物的基礎のうち、その主たるものは持船と蔵であ
り、とくに船は、ほ
x
千石積程
度で五
、六般
が
一般的
で
あ
ったと
いう。建造費は一般八十貫匁、全体で四、五百貫匁となり、これに蔵の建設費を含めれば
、
その投資額
、
または資産額は莫大なも
( 5
〉
のになったという。敦賀を拠点と た田中清六は
、こ
う
し
た財力
を背
景
として、北奥羽の
南部
氏
に接
近 し 、
県臣
・
徳
川両政
権の支
配の浸透 大きな役割を果したということができるのである。西廻り海運の前進である北国海運が、すでに豊臣政権の下で初期豪商廻船問屋
の舞
台として活況を呈していたことは周知のことであ
る
が
、
とくに寛文年間以前における奥州諸藩の物成の主要な輸送
ル
iトは、上
方市
場と
の結節点に位置
し た 、
敦賀
・ 小
浜
に
積出
し
て、そ
の蔵
元・問
屋を媒介
として、大
津・
京都に売
払われていた
( 6
) 
という。こうしたなかで、田中清六らが、初期豪商として持船によって活動していたことはいうまでもない である
Q
また、市場構造、
か遠隔
地問の海上輸送や販売が、未分化
の
まま
そ投機的
・
冒険的な活動に委ねられて
い
た段附にお
いては、
清六
初期豪商田中消六正長につい
て
(村上)
らを含めた代官的豪商が
、
幕落体制の確立過程で重要な役割を果
してい
たといえ
るの
である。
初期豪商田中清六正長は、晩年、京都
に
隠居し、剃髪して常秀
と号したと
い い 、
慶長
十九
年八月二十
日、大
坂冬の陣を
前
に
L
て
放し
ている
。消
六
は常に法体姿の
商人で
あ
ったといわれている
。
正妻はなかったが
、
実際には二子があり
、
長男の正
繁は二代清六
〈8
)
を襲名
、
田中家を相続し代々敦賀に住
し
たという。弟は
、
『田中
宗親書上』を-記
し
た清水寺宝性院僧都の宗親である
。
、 王
〈
1)
小村弐「西廻り海運成立前の米穀流通!越後・佐渡を中心にー」〈福尾猛市郎編『内海産業と水運の史的研究』〈九九
|
一OO
頁 ) 。
〈
2)
「田中
宗親書
上 」
『新庄古老党書』〈三四
O
頁 ) 。
(3
〉〈
4)
『敦賀志稿
』巻四。
ハ
5
〉山口徹「初期豪商の性格」『日本経済史大系
3
近世上』
つ六
O
頁 〉 。
〈6)
横山昭男「近世初期西廻海運の発達に関する諸問題」東北史学会『東北水運史の
研究
』〈三|
四 頁 ) 。
〈7)
『高島郡志』
〈 三 一
五頁
〉 。
〈8
〉「
盛岡
岡市史」
第
二 ( コ
一O
二
1
三
O
一 ニ 頁 ) 。
お
わ
以 上 、
裏
日本
の北国
海運の展開
を背景として活
躍した
、初期豪
商田中清六正長につ
い
て考察を
加えてみた。
清六は近江国高島郡
九
}i. 
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出身である、が、すでに信長・秀吉の鷹商と
L
て、北奥羽の遠隔地
に往来した
Q
やがて現巨政権の全国的支配権の浸透の過程で、南
部・戸沢・江刺の領内に出入し、鷹や馬の買入の他、諸国を巡行し、地方豪族の動静や意向を探索するなど、奏者あるいぽ隠密的機能によって辺境地域の中央直結の役割を果すようになった
Q
秀吉の死後、家康によって政治権力が継承されると、清六は引
続き北奥羽の支配に参画し、こ ため持船は北国中の津濠で諸役が免除され、家康の保護を得て沿岸航路の豪商として機能を発揮したといえる。秋田氏の財政においても清六の手代が 上方商人と共に米の換金化に積極的な動きを示し、ま 関ガ原の前哨戦には、奥羽諸大名の陣容整備、尾張、犬山城主石川貞清へ 使者として、戦局の帰趨を決定する後背作戦に参加 たのである。
周知のように関ガ原の戦によって、徳川氏は覇権を確立するが
戦後、田中清六は鉱山直轄制に基一き 初代佐渡奉行(代官)に河村彦左衛門と共に任ぜられて る
Q
この段階で清六は、敦賀に蔵
屋敷を設け、金山御用の道 搬出 兼ねたことから、消六 佐渡奉行の任命は、代官頭大久保長安の下で、豪商代官とし 機能を北国海運と佐渡金銀山開発 統一的に発揮きせよろ する意図があったとみることができるのである。このことは、清六 佐渡奉行御役御免の翌慶長九年に、大久保長安 一署名によって 改め持船六般が保護を加えられてい ことからも明らか あろう。
田中清六は、豊かな経済力を背景に、奥州諸藩とト一方市場の結
節点に位置する敦賀を拠点に、初期豪商として活発な向きを示したということができるが、この点、「弥左衛門・ 二代商人に
九六
(色屋栄任)(茶屋四郎次郎)(後藤金三郎)
て候へば、かめ屋ゑいにん・茶屋四郎・後藤圧コ一等と一つに人々
( 1 )  
心得中 」とあるように、畿内・近江周辺を基盤とする初期豪商が領主的流通機構の展開を背景に、新らたに政治権力のパック・アップによって、織曲目政権から徳川政権のなかに組み込まれていく過程を知ることができるのである
Q
主〈lv
「回中宗親書上」「新庄古老党書」〈一二四六頁)。
「付記」成稿に当り、史料の便宜をはかつて頂いた岩手県立図書館・福井県立図書館、また発表の機会を与えて頂いた岩生成一博士に厚く謝意を表するしだいである。
